
1213 2008.3

◀南糸原区コミュニティセンターに
　設置されたエアコン▲高橋会長（右）から野田市長に目録が手渡されました

国見中卒業記念植樹
国見町

　２月19日㈫午後２時から、千灯の六郷満山ふれあい森林公園で、国見中学校（峯榮揮校長・生徒数96人）の３
年生33人が卒業記念植樹を行いました。
　植樹に先立ち、主催者である国見町商工会の中田博之会長が「この植樹は、国見町の青少年の健全な育成を願っ
てはじめましたが、今年で９回目となります。今日皆さんが植える苗木もまだ小さく、一人前の木に成長するま
では15年程かかります。皆さんもこの木のように大地に根を張って、大きく伸びていってください。」とあいさつ
しました。
　この後、生徒の皆さんは、３人一組になり、東国東郡森林組合職員の指導を受けながら５～６年生のイロハモ
ミジの苗木22本を景勝の地に植樹し、しばし受験勉強を忘れて楽しいひとときを過ごしました。

武蔵町

武蔵町商工会企業懇談会
　武蔵町商工会主催の企業懇談会が、２月21日㈭午
後３時30分から武蔵町商工会館で開催され、町内の
企業の代表や商工会員約30人が参加しました。この
懇談会は、企業経営者が情報交換を行い、地域の商工
業の振興を図ることを目的に毎年開催されています。
　稙田昭利会長、溝部元生工業・建設業部会長のあい
さつの後、野田侃生市長が「国東市の商工業者に期待
することについて」と題して、市の商工業の現状と今
後の課題について講演し、意見交換を行いました。

武蔵町

小城観音春季大祭
　２月10日㈰、小城観音（小城山宝命寺観音堂）で
春季大祭が行われました。
　この日は、絶好の天気に恵まれ、多くの参拝客が
訪れました。また、境内では、地元の皆さんによる
お菓子やうどん等の販売も行われ、終日、多くの参
拝客で賑わいました。

　㈶空港環境整備協会の助成を受け、２月６日㈬
国東市消防署安岐出張所に高規格救急自動車を配
備しました。
　市内では２台目の配備となった高規格救急自動
車には、搬送中の車内で救急救命士による高度な
救急救命処置ができる設備が装備されており、疾
病者の救命向上につながるものと期待されます。
　この日、同出張所で行われた運用開始式には、
同協会の高橋義典会長をはじめ市・空港関係者や
消防署員ら約30人が出席。野田侃生市長、高橋会
長、新屋敷早人大分空港長、猪俣俊雄市議会議

長、國廣秀光消防長がテープカットを行い運用を
開始しました。
　なお、㈶空港環境整備協会は、空港周辺の航空
機騒音対策や周辺地域の環境整備を行っており、
その一環として、昨年６月に武蔵町の南糸原区コ

ミュニティセンター（平
成18年11月完成）に、エ
アコン２台、ストーブ１
台が寄贈されています。

㈶空港環境整備協会の助成を受け
　　　　　　　　　高規格救急車を配備

　道路特定財源の確保を求め、２月10日㈰、大分
県と18市町村で一斉緊急アピール集会が開かれま
した。
　道の駅くにさき駐車場で開催された集会では、
主催する県内地方６団体（県知事、県議会議長、
市長会、市議会議長会、町村会、町村議会議長会）
の関係者や各種団体の代表ら約20名が参加。野田
侃生市長、小野弘利、三浦公両県議会議員、猪俣
俊雄市議会議長のあいさつに続き、三河明史県東
部振興局長が広瀬知事のメッセージを代読し、道
路財源確保に理解と協力を訴えました。
　集会終了後、参加者は、道の駅くにさき周辺で
市民にチラシを配布しました。
　県の試算によると、道路特定財源の暫定税率が
廃止された場合、県は今年度予算ベースで64億円
の減収となり、道路関係予算は、831億円から314

億円と４割弱の減となります。国東市においても、
平成18年度決算ベースで、約２億１千万円の減額
となり、道路の維持、整備を行うには、約２億５
千万円の不足となります。

道路特定財源の確保を求め、緊急集会を実施

▲チラシを渡す野田市長

▲植樹を終え全員で記念撮影


